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1. はじめに 

 近年，音声でデバイスの操作をする⾳声応答

システムが，人々の生活や社会に浸透し始めて

いる．その中でも特に，スマートスピーカーの

普及が著しい[1]．⾳声応答システムにおける

User Interface (以下 UI)は，画⾯でシステムを

操作する Graphical User Interface(以下 GUI)と

違い⾳声でシステムを操作するため，Voice User 

Interface(以下 VUI)と呼ばれている．スマート

スピーカーで用いられている一部の AI アシスタ

ントでは，ユーザが独⾃の機能を開発すること

ができる(以下音声アプリケーション)．VUI には， 

GUI と異なる点が多く存在するため，既存の⼿法

を用いて UI 設計をすることは困難である．この

問題は，使用性の低い音声アプリケーションが

市場に出てくることに繋がり，音声応答システ

ム発展の妨げになってしまう．UI 設計では，評

価・改善のサイクルが重要である[2]．VUI 設計

に関する研究は多数報告されている[3]が，VUI

の評価に関する研究は少なく，音声アプリケー

ションの評価に関する研究は見当たらない． 

2. 目的と目標 

 本研究の⽬的は，⾳声応答システムの使⽤性

向上である．UI 設計経験の乏しい開発者(以下初

級者)が使用性の高い VUI を設計するための評価

支援システムを開発することを目標とする．本

研究では，音声アプリケーションにおける VUI を

対象とする． 

3. 研究課題 

 VUI 評価の関連研究では，VUI 主観評価のため

のアンケート尺度開発を目的とし，ユーザの音

声システム利用に対する 6つの因子的な要因につ

いて報告をしている[4]．しかし，関連研究には，

企業に属さない個人の開発者にとってアンケー

ト手法を利⽤することが困難であること，UI 設

計経験の浅い初級者にとって評価結果を改善に

上手く利用することが困難であるといった課題

が存在する． 

 

 

 

4. 課題解決アプローチ 

 3 章で述べた課題に対して，VUI チェックリス

トと VUI 評価⽀援システムを開発することで解決

を図る．図 1 に解決アプローチの概要を示す．

VUI チェックリストは，評価のためにユーザを必

要とせず，項目に沿って評価をするため，評価

者の知識や経験に依存しない．VUI 評価⽀援シス

テムは，初級者に対して VUI の改善を促すことで

VUI チェックリストの評価結果をグラフで可視化

し，問題点を指摘する． 

 
図 1 解決アプローチ 

5. 提案手法 

5-1． VUI 評価チェックリスト(以下チェックリ

スト) 

 チェックリストの開発手順は次の通りである． 

手順1． VUI に関する参考文献やデザインガイド，

書籍から VUI 評価のための項目を作成する． 

手順2． 作成した項目をカテゴリ分けする． 

手順3． カテゴリ分けした項目に対して AHP 法を

用いて Nielsen のユーザビリティ特性[2] の

観点から各項目に重み付けする．AHP 法は，

関連する要素を階層構造によって把握し，

一対比較をすることで総合的に各項目の重

み付けをする意思決定手法の一つである． 

 上記の手順により，4カテゴリ，63項目のチェ

ックリストを開発した．チェックリストでは，

ユーザビリティ特性ごとのスコアを算出するこ

とができる．スコアは 0〜1 の値で求められる． 

5-2． VUI 評価支援システム(以下支援システム) 

 支援システムは，開発した VUI 評価チェックリ

ストを基に，Excel を用いて構築する．支援シス

テムでは，項目にチェックを入れる事により，

評価結果の各ユーザビリティ特性のスコア及び
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アドバイスを確認する事ができる． 

6. 評価実験 

 支援システムにおける初級者の VUI 評価に対す

る有効性を検証することを目的として，実験を

実施する． 

6-1． 概要 

 実験では，被験者による VUI の設計，評価のサ

イクルを 2回実施する．はじめに，被験者が提示

された題目(例：飛行機を予約する音声アプリケ

ーションの VUI を考えて下さい)に沿った VUI を

設計する．その後，VUI 評価支援システムを用い

て，被験者に自身の設計した VUI を評価してもら

う．評価を終えた後，被験者は自身の設計した

VUI に対する評価結果を確認し，もう一度別の題

目の VUI を設計，評価する．各サイクルの終了後

にアンケートを実施する． 

6-2． 結果 

 表 1 は，被験者の各サイクルの評価結果をユー

ザビリティ特性のスコアごとにまとめたもので

ある．  

表 1 各サイクルの評価結果 

 
 

6-3． 考察 

6-3-1． 支援システムの有効性検証 

 各サイクルの評価結果を比較することによっ

て有効性を検証する．1サイクル目と2サイクル

目のスコアから被験者全体の平均値を算出す

る．平均値に対して有意水準5%で一対の標本に

よるt検定を実施する．表2は，特性ごとの平均

値とt値についてまとめたものである．t値の境

界値は，2.015 であるためすべての特性におい

て|t|>t境界値であり，t<0である．このことか

ら，支援システムには，平均点を増加する効果

があると言える．上記より，支援システムは，

初級者のVUI評価およびVUIの使用性向上に有効

であることが示された． 

 

 

 

 

 

 

表 2 ユーザビリティ特性ごとの平均値と t値 

 
 

6-3-2． アンケート結果から発見された課題 

 アンケート結果から，チェックリストには，

理解の困難な項目が多く存在していることが判

明した．また，改善点として，“文言が難し

い”，“評価の例がもっとあれば良い”のよう

な項目に対する意見が多く寄せられた．これら

のことから，項目の文言には課題が有ることが

判明した． 

7. おわりに 

 本研究では，VUI 使用性向上を目的にチェック

リストと VUI 評価支援システムを開発し，初級者

の VUI 評価，改善における支援システムの有効性

について検証した．支援システムが初級者の VUI

設計における使用性向上に有効であることを確

認できた．今後の展望として，システム内の項

目の修正，および項目内容における妥当性と信

頼性の検証が挙げられる．本研究で開発したチ

ェックリストの項目および重み付けは，筆頭執

筆者の経験に基づくため主観に偏ることが懸念

される．このため，項目の妥当性と信頼性の検

証が必須である．ここでの課題として，実験手

法のコストの高さによるデータ収集の難しさが

挙げられる．時間のかかる実験手法であったた

め，多くのデータを集めることが困難であった．

今後は，より簡易な実験を用いて多くのデータ

を集め，因子分析による構成概念妥当性の確認

および信頼性の検証を進めていく． 
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